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１　特記事項が必要な理由
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　（厚生労働省適正化事業e－ラーニング教材「特記事項」より）






（厚生労働省適正化事業e－ラーニング教材「特記事項」より）

２　特記事項の記載ポイント





（厚生労働省適正化事業e－ラーニング教材「特記事項」より）




（厚生労働省適正化事業e－ラーニング教材「特記事項」より）



（厚生労働省適正化事業e－ラーニング教材「特記事項」より）


（厚生労働省認定調査員能力向上研修会資料を一部編集）






（厚生労働省適正化事業e－ラーニング教材「特記事項」より）






（厚生労働省適正化事業e－ラーニング教材「特記事項」より）











（厚生労働省適正化事業e－ラーニング教材「特記事項」より）


　

　　（Ｈ２６厚生労働省適正化事業　助言内容をもとに作成）


（厚生労働省認定調査員能力向上研修会資料を一部編集）

（厚生労働省認定調査員能力向上研修会資料を一部編集）
【参考】
認定審査会が重視する情報（軽度・中度・重度別）
資料：平成25年度老人保健健康増進等事業「要介護認定業務の実施方法に関する調査研究事業報告書」
　　　　より抜粋　
※報告書は、事業実施主体の三菱ＵＦＪリサーチコンサルティング株式会社のホームページからダウンロードできます。 http://www.murc.jp/thinktank/rc/report/public_report/




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（審査会委員ｎ＝5,763）














特記事項は、審査会で２つの視点から活用





１．一次判定修正確定の際に





基本調査の内容が正しいかどうかを確認。





２．二次判定（介護の手間にかかる審査判定）の際に





一次判定で十分に反映されていない介護の手間を検討。





特記事項は、選択根拠、手間、頻度


特記事項の例





選択根拠





頻度





「毎日」夕方になると、外に向かって大声で怒鳴り始める。





手間





このため、家族は毎回なだめている。


興奮しており、落ち着くまで「30分は」目が離せない。





能力：特記事項の役割








審査会での活用例





・日頃の状況の能力を理解する


・他の基本調査項目の選択や特記事項と合わせて、介護の手間


　について理解する





例）「視力」の特記事項から「移動」の介護の手間をより的確に理解する。


１－１２　視力　「能力」　　


実際に確認して、「２．約1ｍ離れた視力確認表の図が見える」を選択する。


しかし、強度の視力矯正の眼鏡を使用しており、両目の左側半分の視野欠損がある。　


２－２　移動　「介助の方法」　　


視力の問題から、トイレや浴室への移動に常に付き添っている。　


深夜も、ほぼ毎日、1回程度、トイレに行くため、介護者が起きて付き添っている。














１－７　歩行で「できる」を選択しても




















上記の２つの例を比較すると、介助の量に違いがあることがわかります。





能力　～同じ選択でもこんなに違う　その１～





例１）　５ｍの歩行はふらつきもなくしっかりした足取りでできる。


毎日３０分程度、散歩に行く。杖などは使用していない。





例２）　５ｍ何とか支えなしに歩くことができる。                        


　　　　ただし、小刻み歩行で、足が十分に上がらず、ふらつきもある。


体調の悪い日が月に２～３日あり、そのときは、支えがないと


歩けない。                  





介助の方法：特記事項の役割















































審査会での活用例





通常の例と比べ介護の手間がより「かかる」、「かからない」かの視点で議論する。





基本調査で選択されていない隠れた介助を評価する。





調査員が選択した「適切な介助」の選択の妥当性を確認、検討する際に参照する。　　　　





移動の特記事項の記載ポイント


移動は日常生活に関する総合的な調査項目


移動の機会を特定することが重要（＝活動性・頻度を把握できる）


場面によって、移動の様子や行われている（必要な）介護が異なる場合がある


外出時の移動や転倒等の頻度について丁寧に聞き取る（特に軽度者）


失禁の原因が異動の場合は、「2-2移動」で「適切な介助の方法」を検討する


失禁の原因によって、「適切な介助の方法」を検討する調査項目が異なる


「不適切」と判断する場合は、具体的な理由や事実を特記事項に記載し、選択の妥当性について審査会の判断をあおぐ














2-4食事摂取「一部介助」を選択しても



































　上記の２つの例を比較すると、介助の量に違いがあることがわかります。


　特記事項欄に記載することで、二次判定で介護の手間を考慮することができます。





介助の方法　～同じ選択でもこんなに違う　その２～





特に食事は介助時間が長時間になる場合あり





例１）　最初の数口は自己摂取だが、すぐに食べなくなるために、


残りはすべて介助を行っている。　　　　　　　　　　　





例２）　ほとんど自分で摂取するが、器の隅に残ったものなどは、


介助者がスプーンですくって食べさせている。　　　














2-5排尿で「介助されていない」を選択しても
































介助の方法　～同じ選択でもこんなに違う　その３～





１日の中で何度も発生


個人差あり





例１）　一連の行為は問題なくできる。失敗もない。





例２）　週に５日程度は一連の行為を自分でできるが、週２回程度は


　　　　体調が悪く、ズボンの上げ下げに介助を要する。　　　　　　　　　　　　　　　　





特記事項のポイント


・排尿方法　　　　　・頻度


・失敗の有無　　  ・昼と夜の違い


・体調による違い　　　　　　　など





2-6排便「全介助」の場合の特記事項記入の工夫


　Ｑ下記２つの例では、どちらのほうが介護の手間を読み取れるでしょうか





























例２の方が、具体的な介助の量をイメージしやすいことがわかります。


特記事項欄に具体的に記載することで、二次判定で介護の手間を考慮することが


できます。





例１）　職員が全介助している。





例２）排便時は、職員が全介助にてオムツ交換を行う。


股関節の拘縮により、開脚に制限があるため、オムツ交換、陰部


の洗浄を２人介助で行っている。








有無（ＢＰＳＤ関連）：特記事項の役割





















































審査会での活用例





　基本調査項目の選択





　　　　　　　　　





行動の発生の「有無」と頻度





基本調査項目の選択のみでは、どのような介護の手間が発生しているか確認不能





　特記事項の記載





　　　　　　　　





介護の手間と頻度

















軽度の審査判定においては、間接生活介助、機能訓練関連行為の部分の介護の手間が判断のポイント。


２群、５群の特記事項は、「日常生活がどのくらい成り立っているか」が


わかるよう記載することが重要。


「2-2　移動」


移動は日常生活に関する総合的な調査項目。


軽度のケースでは外出時の移動や転倒等の頻度を丁寧に聞き取り特記事項に記載。


「2-5・2-6　排尿・排便」


排泄は、１日に何度も発生する介助であり、介助に個人差がある。軽度、重度にかかわらず、特記事項の記載が必要。


「5-5買い物」「5-6簡単な調理」


買い物や簡単な調理は、日常生活の限定的な場面を評価している。


定義以外の介護の手間を特記事項に記載することで、「日常生活がどのくらい成り立っているのか」など、間接生活介助の必要性について認定審査会での議論が可能。


外出等と関連づけて実際の買い物の様子や、日用品、食材等の準備の状況を記載

















適切な介助での選択


介助の方法の項目は、実際の介助の状態が不適切な状況にある場合は、調査員が「適切」と判断する項目を選択することが可能。


特記事項に「適切な介助」で選択したことがわかるような記載が必要


選択の妥当性は、認定審査会で最終的に判断される。（単身世帯や日中独居で軽度のケースは、状況を十分に聞き取って判断）





軽度のケースの認定調査は２群・５群がポイント





（例）


・１日おきの買い物は家族と一緒に行うが、あらかじめ家族と一緒に購入するものを考え、スーパーマーケットでは、自分で選びながら購入するので、１時間以上かかる


　など





軽度者の特記事項の記載ポインﾄ





最軽度者：第２群の選択のほとんどが「介助されていない」となる軽度者


外出時の移動の状況、転倒等の頻度


排泄方法と失敗の有無（昼夜の違い、頻度など）


清潔保持関連の適切性


選択肢の選択基準に含まれていないことがあっても、介護の手間に関係する内容があれば特記事項に記載























（例）


・家に引きこもりがちで、体力が落ちてきたので、毎日１回30分間家族と一緒に近所を散歩している。


　





最重度ケースの特記事項の記載ポイント





第２群の選択のほとんどが「全介助」となるような寝た切り等の再重度者のケース


「寝たきり経管栄養」だからといって、「介護の手間」の量は同じではない


経管栄養にかかる時間や処置


移乗、移動の機会


体位交換にかかる介護の手間（「2-1移乗」に記載）


おむつ交換にかかる介護の手間（回数、拘縮・介護抵抗・不潔行為などの有無）


ＢＰＳＤ関連（カテーテル等の抜去など）の介護の手間


喀痰吸引の回数


じょく瘡の処置





軽度のケースで審査会が重視する情報





（要支援１～２・要介護１）





上記は、要支援１～２、要介護１の軽度者の判定にあたっての調査結果です。


特徴としては、「移動の介護の手間」、「間接生活介助の手間」について「重視」していることがわかります。調査項目でいうと、主に２群や５群、特に「2-2移動」「2-12外出頻度」「5-5買い物」「5-6簡単な調理」が該当します。


認定審査会では、軽度者の判定にあたって、これらの調査項目の特記事項の記載から、「日常生活がどの程度成り立っているのか」を判断していることがわかります。





中度のケースで審査会が重視する情報





（要介護２～要介護３）





（審査会委員n=5,763）





中度のケースの特徴として、「ＢＰＳＤ関連行為への対応の手間」と「排泄の介護の手間」が多くなります。


直接的な介助のうち、一次判定ソフトに反映されにくい部分について、介護の手間の量を判断していることがわかります。調査項目でいうと主に、４群、2-5排尿、2-6排便が該当します。





重度のケースで審査会が重視する情報





（要介護４～要介護５）





（審査会委員n=5,763）





重度のケースの特徴として、「医療関連行為」「ＢＰＳＤ関連行為」「食事の介護の手間」「排泄の介護の手間」が多くなります。重度者に何らかの医療がかかわってくることが多く、それに伴う介護の手間についても判断材料としていることがわかります。
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